









































































































































































































	 上記のような事態に際して、日本人福音派 L 教会では、従来から設置されていた「教会
内教会」とも捉えられるポルトガル語部会から、L 教会の日本語集会に参加するようにな
った在日ブラジル人家族の姿があった。まず L 教会内の教会ともいえる、ロベルト牧師に
よる教会の存立形態は、前身の教団が「宗教市場」の中で分裂・独立などを繰り返したこと
 5 
を、ロベルト牧師が重く顧みたところからはじまった。聖堂の確保など、他のトラブル要
因に影響される可能性も低くなる。こういったメリットを踏まえると日本の福音派教会内
に収まっていく戦略を採用する教団も、今後見られるだろう。また日本語集会に参加する
ようになったヤマザキの家族は、移民第二世代である「子弟のモノリンガル化」が、家族全
体の宗教選択の鍵となった。その際に L 教会ならば、ロベルトの教会内教会も存在するた
め、部会を移動するだけで「エスニックな空間」を享受することができるのである。 
	 イノウエ（に憑依したドクトル・ロマノ）によって承認されたブランチの中に、モリが指
導者を務める三重県鈴鹿市のブランチがある。モリは彼女いわく「霊の進化」が足りない
ため、霊媒としての能力が発揮できないのであるが、毎週勉強会やパッセを複数回行って
いる。そこで子どもたちに教理教育を行っているのがサトウである。自身の子どもの治癒
目的でモリのもとを訪れたサトウは、熱心さを買われモリによって子どもたちの指導係に
任命された。多くの子どもが日本語の方が得意であること、また宗教的・文化的知識とも
に欠落していることから、両言語にて以上のことを説明していた。 
	 上記のような事例を通じて判明することは、ペンテコステ派教会の場合、信徒側に教会
を変えることに抵抗感が少ないことなどから、（ブラジル系教会とつながりを持つ教会を
中心に）日本人教会への転入が進む可能性があることだ。また教団側もそのような動向に
歩調を合わせて、日本の福音派教会との連携が模索できる状況にある。 
	 他方心霊主義センターにとって、経年的世代的要因による変化は、センターにとって死
活問題である。また日本において、在日ブラジル人を受け入れるような心霊主義の宗教集
団が見当たらない現状では、教団を離れることは、すなわち棄教することを意味する。よ
って教団が日本語を取り入れた取り組みを率先して開始し、日本語による教義教育はもち
ろんのこと、降霊のような儀式ですら日本語とポルトガル語を交えて行うようになるので
あった。 
	 以上のような各章における宗教集団が形成するコミュニティを、「越境者—共振者モデ
ル」に照らし合わせて解釈を試みよう。広田が取り上げた、横浜における「沖縄」という共
通性に下支えされたコミュニティは、たしかに「エスニック・ネットワーク」を形成するも
のであった。しかしながら、他の研究者による再調査などにより、その「沖縄」を共通項と
したネットワークが不全に陥っている可能性が指摘されている。ところが「カトリシズム」
や「ペンテコスタリズム」といった共通性は、「越境者」と「共振者」ともに、世代を下っ
ても信仰が継承され続ける、もしくは新規参入者が同様の信仰を持つかぎり、半永久的に
紐帯を下支えし続けるだろう。ここにおいて宗教は、閉鎖的なコミュニティを存立させる
要素としてだけではなく、ホスト社会との回路を下支えする要素としても機能しうるので
あった。 
	 以上のように本論は、未開拓分野であった「在日ブラジル人と宗教」という問題系に対
して、まずはその諸経団の実態を明らかにし、ついでホスト社会との関わりをもつ「共同
体」としての特質をモデルに従って剔出するものであった。 
